
産業革命との対比で見えてきた 

過ぎ去った ITブーム

かつての ITバブルの花形も、今は

見るかげもない。

サーバの代表的メーカーであるサ

ン・マイクロシステムズの株価は、

２０００年９月１日に最高値の６４．３２ドル

をつけたあと、２００２年１０月４日には最

安値の２．４２ドルまで下がり、約２７分の

１になった。また、ネットワーク製品

の代表的メーカーであるシスコ・シス

テムズの株価は、２０００年３月２７日の最

高値８０．０６ドルに対し、２００２年１０月８日

には約９分の１の８．６０ドルまで下がっ

た。さらに、Webの検索サイトの代表

格であるYahoo！の株価は２０００年１月

３日の最高値２３７．５ドルに対し、２００１年

９月２１日には８．６８ドルまで下がり、約

２７分の１になっている（株価はすべて

株式分割後の値に修正）。

これらの企業の株価は、その後多少

回復したとはいっても、依然として低

迷が続いている。

米 InformationWeek 誌の２００３年４

月２１日号によると、ITの職業としての

将来性に対して、IT関係者の７０％が５

年前に比べて疑問を抱いているとい

う。そして、カーネギー・メロン大学

のコンピュータ・サイエンスの２００３～

２００４年度の応募者は前年度より３６％減

り、スタンフォード大学のコンピュー

タ・サイエンスの学部の学生はこの２

年間に３０％減ったという。

IT革命はこのまま終わり、ITブー

ムは去り、今後 ITは投資の面でも職

業選択の面でも魅力がない業種になる

のだろうか？ それとも IT革命はま

だ続くのだろうか？ 続くとすれば、

どういう方向に進むのだろうか？

ここでは、米国クレアモント大学院

大学・教授のピーター・ドラッカー氏

の意見に耳を傾けてみよう。

産業革命と情報革命

ドラッカー氏は１９０９年生まれという

ので、今年９４歳になる。大恐慌が起き

た１９２９年にはもう職に就いていたとい

う。そして、１９３９年以来経営関係の本

を多数著している。こういう人は、現

在の ITの状況をどう見ているのだろ

うか？

ドラッカー氏は「Managing in the

Next Society」（St. Martin's Press、邦

訳：「ネクスト・ソサエティ」ダイヤ

モンド社）の中で、次のように語って

いる（以下は筆者が原著の一部を訳し

たもの）。

「情報革命の現時点の状況は、１８２０年代

初めの産業革命の状況と同じである。その

時代というのは、ジェイムズ・ワットが蒸

気機関を改良し、それが１７８５年に初めて木

綿の紡績に適用されてから約４０年後にあ

たる。蒸気機関の産業革命での位置づけ

は、コンピュータの情報革命での位置づけ

と同じだった。両者とも、革命の引き金で

あり、そしてなによりもその旗印だった」

「蒸気機関が使われるようになってから

４０～５０年の間に工場ができ、『労働者階

級』が出現した。……また、産業革命は家

族というものに大変な衝撃を与えた。核家

族が長年にわたって生産の基本的な単位

で、畑でも職人の仕事場でも、夫と妻と子

供たちが一緒に働いていた。ところが、工

場が働き手と仕事を家庭から職場へと移

してしまった。これは、歴史上初めてとい

ってもいいことだった。……しかし、これ

らの影響があったにもかかわらず、産業革

命の最初の半世紀には、従来からある品物

の生産が機械化されただけだった」

「そして、１８２９年に鉄道が現れた。その

システムは、それまでにないまったく新し

いもので、経済、社会、政治を根本から変

えてしまった」

ドラッカー氏は、さらに３００年前の印

刷技術革命を取り上げている。

「グーテンベルクは、長年にわたって印

刷機と活字の改良に取り組み、その技術を

１４５５年に完成させた。その後５０年間、印刷

技術の革命はヨーロッパを席巻し、経済面

と心理面で大変化をもたらした。しかし、

この５０年間に出版された約７，０００種類の本

のうち、少なくとも６，７００種類は以前から

あったものだった。言い換えれば、最初の

５０年間は、印刷技術は従来からある情報を

安く入手できるようにしただけだった。と

ころが、グーテンベルクから約６０年後に、

ルターによるドイツ語の聖書が現れ、信じ

られないような安い値段で、あっという間

に何千部も売れた。このルターの聖書によ

って、印刷技術は新しい社会を切り開くこ

とになった。つまり、新教が広がり、ヨー

ロッパの半分を征服したのである」

「ちょうど同じ頃、マキアヴェリが『君

主論』（１５１３年）を著した。これは、聖書

からの引用も古典からの引用もまったく

ないという点で、１，０００年以上にわたる西

洋の歴史上で初めての本であった。やが

本誌８月号の別冊付録、「どうなる？ ITカオス」はいかがでしたでしょうか。先

の見えない不景気のなか、ITビジネスはどう変化していくのか、その将来像につ

いて触れた本別冊によって、読者のみなさんももう一度 ITビジネスの過去を振り

返り、現在を分析したうえでさらに未来を予測するきっかけとなったのではない

でしょうか。

ここでは、本別冊の筆者である酒井 ITビジネス研究所の酒井寿記氏に再び登場

していただき、さらに別の視点から ITカオスの行く末について探っていただきま

した。 （編集部）
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て、君主論は１６世紀の『もう一つのベスト

セラー』となり、きわめて悪名が高い、し

かしまた影響力の大きな本になってしま

った。この本に続いて、宗教と関係のない

本が続々と出版されるようになった。小説

や科学、歴史、政治、そして後には経済の

本など、現在われわれが文学とか文献とか

呼んでいるものの出版が始まったのであ

る」

つまり、引き金が引かれてから５０年

経って初めて、本格的な経済・社会の

大変革が起きたという点で、印刷技術

の革命と産業革命は同じだったという

のである。

では、現在の情報革命はどうなのだ

ろうか？

「２世紀前の産業革命と同様に、情報革

命は１９４０年代の半ばにコンピュータが出

現して以来、今までのところ従来から行わ

れていた仕事の処理の仕方を変えただけ

である。……たとえば、企業や政府の意思

決定の方法は、実質上まったく変わって

ない」

「eコマースの情報革命での位置づけ

は、鉄道の産業革命での位置づけと同じで

ある。ともに、まったく新しい、まったく

前例がない、まったく予期しなかったもの

が現れたのである。そして１７０年前の鉄道

と同じように、eコマースは急激に経済、

社会、政治の大変革を巻き起こしつつあ

る」

「人類は鉄道によって、距離が離れてい

ることの不便さを克服した。しかし、e

コマースはその不便さをまったく取り除

いてしまった。もはや、一つの経済、一つ

の市場しか存在しない。その結果、一地方

の市場だけを対象に生産・販売する企業

も含めて、すべての企業に、世界中で通用

する競争力が要求されるようになる」

まだ起きていない本質的な情報革命

たしかに、コンピュータやインター

ネットの進歩によって、瞬時に大量の

情報を処理し、伝えることができるよ

うなった。しかし、ドラッカー氏が述

べているように、現在までのところ、

それによってわれわれの日々の生活や

経済活動がどれだけ本質的に変わった

かは疑問である。

インターネットで新聞のほとんどの

記事が、家庭に届くより早く、無料で

読めるようになったのに、従来からの

新聞はほとんどそのままである。雑誌

の記事もインターネットで読めるもの

がどんどん増えつつあるが、今までの

ところ印刷物の雑誌に対する影響はご

く限られている。

ギリシア、ローマの古典、シェーク

スピアやバーナード・ショーの戯曲、

ディッケンズやブロンテの小説など、

かなりの本がWebで無料で読める時

代になったのに、出版社や本屋の数は

それほど減ってはいない。そして、多

くの商品がインターネットで買えるよ

うになったのに、商店の数もほとんど

変わってない。銀行の口座振込も株の

売買もインターネットで行えるように

なったのに、銀行や証券会社の店舗が

まだ街のそこらじゅうにある。企業に

対する商品の売り込み、企業による商

品の買い付けにインターネットを使う

のは、まだ一部で始まったばかりだ。

会社に出社しても、一日の大半はパ

ソコンに向かって仕事をしているの

に、往復２時間以上もかけて毎日通勤

している人がざらにいる。また、先日

インターネットを使った詐欺のメール

を受信したので、警察にメールで通報

しようとしたところ、日本の警察はメ

ールでの被害届けは受け付けないこと

がわかった。

ドラッカー氏にならって、これらの

事例を産業革命時代に当てはめれば、

これは鉄道ができたのに馬車や徒歩で

旅行しているのと同じようなものであ

る。したがって、こういう状態が今後

長期間にわたって続くとは思えない。

たしかに、現在の ITの技術にはま

だ完成度が低いものも多い。初期の鉄

道が、本数も少なく、乗り心地も悪く、

故障も多かったのと同じである。そし

て、従来の市場を失うことになる企業

は、産業革命時の馬車屋と同じように、

必死になって改革の進行を妨げようと

するだろう。

また、いつの時代にも、新しいもの

に対する人間の心理的抵抗は根強い。

しかし、時代とともに馬車や徒歩で旅

行する人がいなくなったのと同じよう

に、上に挙げたような事例も今後変わ

っていくだろう。

このようなことから、今後 ITの適

用範囲はまだまだ広がる。そして、ド

ラッカー氏が述べているように、今後

経済や政治の仕組みにもっとも大きく

影響を与えるのは eコマースであろ

う。

次世代の IT革命の主役は？

e コマースが中心になって社会の仕

組みを変えていく時代に出現が求めら

れるのは、グーテンベルクではなくル

ターやマキアヴェリである。ルターや

マキアヴェリは、印刷の技術にはとく

に興味をもっていなかっただろう。同

じように、ITの技術には興味がなくて

も、時代のニーズを先取りして、その

実現のために ITを使いこなす人が次

の時代を切り開くことになるだろう。

中国のアリババ・ドット・コム

（Alibaba.com）という企業間の商取引

の仲介サイトは、中国語、英語、日本

語の３カ国語で運営されている世界最

大規模のインターネット上の市場で、

２００カ国以上から１７０万社が登録してい

る。

１９９９年にアリババ・ドット・コムを

設立した中国人のジャック・マー氏の

話を聞いたことがある。同氏は「わた

しは技術にはまったく興味がない。わ

たしが関心をもっているのは、市場ニ

ーズだけだ」と言っていた。マー氏は、

もとは英語の先生だったという。こう

いう人こそが、次の時代の IT革命の

主役になるのではないだろうか。

（酒井 ITビジネス研究所 酒井寿紀）
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